
平成 18年 3 月 9日 

各位 

 

株 式 会 社 早 稲 田 情 報 技 術 研 究 所 

代 表 取 締 役 社 長  加 藤  浩 一 

 

マネックス・ビーンズ・ホールディングス株式会社 

代 表 取 締 役 社 長 C E O  松 本  大 

（ コ ー ド 番 号 8 6 9 8  東 証 第 一 部 ） 

 

 

プログラム運用企画運営会社トレード・サイエンス（株）への出資について 

 

株式会社早稲田情報技術研究所（以下「ＷＩＴ」）とマネックス・ビーンズ・ホールディ

ングス株式会社（以下「MBH」）は、プログラム運用※を用いた投資助言サービス及び資産

運用サービスを提供することを目的として設立される新会社に共同で出資することを決定

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

ＷＩＴは、早稲田大学を出資母体とする、先端情報科学分野の基礎研究成果を産業界

にスムーズに移転・事業化するための応用研究所であり、平成 16 年より株式運用プロ

グラムの開発競争「カブロボ・プログラミング・コンテスト（http://www.kaburobo.jp）」

を実施してまいりました。このコンテストにおいては、ＷＩＴがオープンなプログラム開

発環境を一般に提供し、その運用プログラムによる仮想売買の成果をコンテストの形で

一般に公開しております。学生や研究者等の学術関連者からプロフェッショナルまでの

幅広い層が参加しており、個人の知の集積による高度な株式運用プログラムの開発が実現

されております。 

 

新会社は、WIT が持つ情報技術を活用し、株式運用プログラムを用いた運用業務を事業

化していくことを企図して設立されるものです。また MBH としても、個人向けにテーラ

ーメード型の資産運用アドバイスを可能にする有力な一手法としてプログラム運用の可能

性を探る為、今般の出資決定に至ったものであります。 

 

※プログラム運用とは、市場の値動きやその他のファンダメンタルズなどを基に、予め設定したアルゴリ

ズム（プログラム）によってシステムが自動的に売買の判断から注文の執行までも行う運用手法です。 

 

なお、設立する予定の新会社の概要並びに提供するサービスのイメージは、次頁の通り

です。 

 

 

 



【新会社の概要】 

 

（1）会社名称  トレード・サイエンス株式会社 (平成 18 年 4 月設立予定) 

（2）代表者  加藤 浩一 （株式会社早稲田情報技術研究所 代表取締役） 

（3）所在地  東京都新宿区早稲田鶴巻町 513 

（4）資本金 100 百万円 

（5）出資者 早稲田情報技術研究所インキュベーション 

第 1 号投資事業匿名組合    66％ 

   マネックス・ビーンズ・ホールディングス株式会社 34％ 

（6）主な事業内容 システムプログラムを用いた投資助言サービス 

 システムプログラムを用いた資産運用サービス 

 上記サービスを実現するためのシステムプログラムの研究開発 

 

【提供するサービスのイメージ】 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 

（株）早稲田情報技術研究所 トレード・サイエンス準備室  

担当（国貞・杉山） 電話 03-5292-3405 

マネックス･ビーンズ・ホールディングス（株）CEO 室 コーポレート・コミュニケーションズ 

担当（金井・上田） 電話 03-6212-3750 
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